No.　　　　


補助金申請書
所要事項に記入し、必要であれば別紙を使って下さい。

１．申請者

　　　　　　　　　　　　　　ロータリークラブ　及び/又は　地区：　　　　　　　　　　　　　　　　

２．このプロジェクトのプロジェクト名等を記述して下さい。

　　プロジェクト名；

　　実　施　場　所；

　　主　　　　　旨；

　　開 始 日              年　　月　　日　　　～　　予定終了日　　　　　　年　　月　　日　　

３．プロジェクトがどのように地元のためになり、その地域社会に恩恵を与え、被災された人々の生活の向上に役立つか記述して下さい。

４．プロジェクトにおける資金面以外のロータリアンの参加状況を記述して下さい。

５．このプロジェクトの監督及び管理についてロータリアンは何をし、完成後の維持管理はどこへ委ねますか。
６．プロジェクト連絡担当者 ― プロジェクト補助金の不備を無くし管理に当たる2名のロータリアンを

記載して下さい。

連絡担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブでの役職　　　　　　　　　　　　　
住所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電子メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡担当補佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブでの役職　　　　　　　　　　　　　
住所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電子メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．本活動がロータリーの提唱プロジェクトであることをどのような方法で一般の人々に広報しますか？

　　新聞の広告あるいはロータリー徽章の展示というように具体的な例で説明してください。

７．協力団体 ― もしもプロジェクトに協力団体が関与する場合は、下記に協力団体名を記入され、活動にあたっての責任事項とプロジェクトにおいてどのようにロータリアンがその団体と協力し合うことになるかを明記した参加陳述書を添付願います。本申請書に署名されることで、ロータリアン提唱者は同団体がプロジェクト国において登録され、定評があり、責任を持った団体として推奨し、またプロジェクト国の法律に従い活動していることを認証します。

協力団体の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

８．予算 ― プロジェクト全体の、全ての項目を含む詳細な明確化された予算を含めて下さい。

この予算の作成に当たって、見積と資金計画書を提出してください。資金計画書には見積額と持出額、補助金申請金額が分かるように記載してください。　

　　
合計額　　　　　　　　　円　補助金申請金額；　　　　　　　　円　持出金額：　　　　　　　　円
９．承認 ― 本プロジェクトに関与する全ロータリークラブ/地区は、復興基金日本委員会に対し、プロジェクトの活動内容に責任を持ち、報告する義務があります。申請者の署名は、提唱者がその責任を理解し、了承したことを確認することになります。また提唱者の署名は、その知る限りにおいて、本申請書の全ての記載事項が真実であり、正確であることを確認することになります。

地区 ―　第　　　　　　地区のガバナーとして、私は、ここに当地区が地区の活動として本プログラムを実施することを決定したことを確認致します。
氏名　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付　　　　　　　　　　　
クラブ会長 ― 　　　　　　　　　　　　ロータリークラブ会長として、私は、ここに当クラブがクラブの活動として本プログラムを実施することを決定したことを確認いたします。

氏名　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付　　　　　　　　　　
